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判定・ 

結果 

 

最終 

判定 
疫学調査、臨床検査の結果を基に、簡易細菌検査、細菌培養試験、PCR等の結果を併せて総

合的に判断する。 

その他 
 

 

(7)  P C R 
 

(2)  臨 床 検 査 (1)  疫 学 調 査  

(3)  剖 検 

(8)  病理組織検査 (5)  細菌培養試験 
 

(6)  細菌性状分析 
 

(4)  簡易細菌検査 
 

（死亡豚、鑑定殺豚） 

（＋）          （－）          （＋）          （－） 

（大
腸
病
変
部 

粘
膜
） 

＜分離培養＞ 

＜直接鏡検＞ 

（＋）          （－）          （＋）          （－） 

（糞
便
） 



→類似疾病検査  

① 73 サルモネラ症  ② 95 豚クロストリジウム・パーフリンゲンス感染症  ③ 91 豚増殖性腸炎 
④ 胃潰瘍  ⑤ 67 炭疽  ⑥ 77 伝染性胃腸炎 
 

○ 病原体：Brachyspira hyodysenteriae 
 

(1) 疫学調査  

① 常在化の傾向がある。 
② 集団的（希に散発的）に発生する。 
③ 体重 15～75kg の肥育豚群に好発する。 
④ 感染源は導入豚であることが多い。 
⑤ 流行は長期間に及ぶ。 
 

(2) 臨床検査  

① 粘血下痢便の排泄、ときに灰黄色軟便・下痢便 
② 削痩と脱水 
③ 一般症状の悪化 
④ 希に貧血 
 

(3) 剖 検 

① 大腸壁と腸間膜の充血および水腫 
② 大腸粘膜表面の血液を混じた粘液の増量 
 

(4) 簡易細菌検査（直接鏡検） 

下痢便の懸濁標本を直接鏡検し、活発に運動す

る大型スピロヘータを確認する。 
グラム染色（－）、ヘビ様の運動性（直接鏡検）、

菌体長（8～9µm、B. pilosicoli は 5～7µm） 
 
 

(5) 細菌培養試験（分離培養） 

① 新鮮糞便または大腸粘膜乳剤の希釈列を、BJ
寒天培地あるいは CVS 寒天培地に接種する。 

② 37℃で 4～6 日間嫌気培養を行う。 
③ 著明なβ溶血性の菲薄集落を分離する。 

 

(6) 細菌性状分析  

“分離菌の性状” 参照 

（分離菌の性状） 
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B. hyodysenteriae 強β ＋ － ＋ ＋ － ＋ 
B. innocens 弱β － － ＋ ＋ ＋ － 
B. pilosicoli 弱β － ＋ － － ＋ ＋ 
B. intermedia 弱β ＋ － ＋ ＋ － ＋？ 
B. murdochii 弱β － － ＋ ＋ － ？  
B. pilosicoli は豚のスピロヘータ性下痢（豚結腸スピロヘ

ータ症）の原因菌とされている。 
 

(7) P C R 

糞便、病変部粘膜を材料とした PCR 1), 2) を実施

する。なお、分離株の菌種同定にも応用できる。 
 

(8) 病理組織検査  

① 大腸粘膜の強い充・出血 
② 大腸粘膜への滲出物・粘液の付着 
③ 鍍銀染色で大腸粘膜陰窩腔に大型スピロヘー

タが確認される。 
 
その他： 
（分離培地） 
① BJ 寒天培地 

20％豚糞便抽出液を5％加え滅菌したトリプチケースソ

イ寒天培地に下記のものを添加する。 
羊脱線維素血液 5％ 
コリスチン 6.25µg/ml 
バンコマイシン 6.25µg/ml 
スペクチノマイシン 200µg/ml 
リファンピシン 12.5µg/ml 
スピラマイシン 25.0µg/ml 

（注）添加抗生物質は上記濃度の1/2～1/4でも十分な

選択性が得られる。 



② CVS 寒天培地 

トリプチケースソイ寒天培地を滅菌後、下記のものを添加

する。 
羊脱線維素血液 5％ 
コリスチン 25.0µg/ml 
バンコマイシン 25.0µg/ml 
スペクチノマイシン 400µg/ml 

（希釈液） 

材料の希釈には下記組成の希釈液が生理食塩水およ

びPBSより適している。 
KH2PO4 4.5g 
Na2HPO4 6.0g 
L-cysteine･HCｌ･H2O 0.5g 
Tween80 0.5g 
寒天 1.0g 
DW 1,000ml 

これを加温溶解してpH7.2とした後、115℃、20分滅菌。 
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